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実施項目及び進行管理について

◆ 蓮田市第８次行政改革の実施項目

目標　持続可能な自主自立した基礎的自治体

基本方針１　効果的な行政運営

（１）業務委託等の活用

№1 指定管理者制度の適正な活用 ・・・・・・ 4 ページ

（２）デジタル化の推進

№2 マイナンバーカードの利用促進 ・・・・・・ 6 ページ

№3 行政手続オンライン化等の推進 ・・・・・・ 8 ページ

№4 適正かつ公正な入札制度の推進 ・・・・・・ 10 ページ

№5 ペーパーレス化の推進 ・・・・・・ 11 ページ

（３）事務事業の見直しによる効率化

№6 職員提案制度の活用 ・・・・・・ 12 ページ

№7 定員適正化計画の着実な実施 ・・・・・・ 13 ページ

基本方針２　健全な財政運営

（１）自主財源の確保

№8 収入確保策の推進 ・・・・・・ 14 ページ

№9 現年度収納率の維持向上 ・・・・・・ 16 ページ

№10 手数料、使用料等の見直し ・・・・・・ 17 ページ

　蓮田市第８次行政改革大綱（以下「大綱」という。）の「6　行政改革の推進項
目」に基づき、２０の実施項目を蓮田市第８次行政改革実施計画に位置付け
ました。なお、計画期間は大綱に合わせて令和５年度から令和９年度までの５
年間とします。
　これらの実施項目について、毎年度の進捗状況を検証し進行管理を行って
いきます。
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（２）経費の縮減

№11 ゼロ予算事業の推進 ・・・・・・ 19 ページ

№12 光熱水費の削減 ・・・・・・ 20 ページ

№13 負担金、補助金等の適正な運用 ・・・・・・ 22 ページ

№14 時間外勤務の抑制 ・・・・・・ 25 ページ

（３）基金と市債の適正管理

№15 市債残高の適正管理 ・・・・・・ 26 ページ

基本方針３　多様な行政需要に対する対応力の向上

（１）行政組織等の見直しと行政サービスの取捨選択

№16 行政サービスの見直し ・・・・・・ 27 ページ

№17 組織や附属機関等の見直し ・・・・・・ 29 ページ

（２）組織力の向上

№18 多様な雇用形態による職員の任用 ・・・・・・ 30 ページ

№19 様々な研修を通じた人材育成 ・・・・・・ 31 ページ

№20 人事評価システムの推進 ・・・・・・ 32 ページ
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◆ 第８次行政改革実施項目 進行管理表の記載の仕方

１　効果的な行政運営
（１）業務委託等の活用

№ 所管課

Ｒ３基準値 Ｒ５年度 R６年度 Ｒ７年度 R８年度 Ｒ９年度 R７年度評価

R７年度実施内容 　R７年度に実施予定の内容を記載

推進項目：

①実施項目ごとに計画内容を記載しています。（PLAN）

②各年度で実施した内容（結果と反省）を記載しています。（DO）

④次年度の改善する事項を記載しています。（ACTION）

基本方針：

1
実施
項目

計画内容 　実施項目の計画内容を記載

③実施項目ごとに設定した評価指標における数値とその評価を記載しています。
（CHECK）

指定管理者制度の適正な活用
自治振興課
長寿支援課

保育課
関係各課

【実施結果】

　R７年度に実施した内容、反省点を記載

【評価指標】

R８年度に改善する事項

決算額（単位：千円）

　②に対する改善方法を記載

R７年度実施結果

コミュニティセンター

自転車駐車場（歳入）

老人福祉センター

学童保育所

【次年度の改善点】

③

①

②

④
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１　効果的な行政運営

（１）業務委託等の活用

№ 所管課

第８次行政改革実施項目　進行管理表

基本方針：

推進項目：

1
実施
項目 指定管理者制度の適正な活用

自治振興課
長寿支援課

保育課
関係各課

計画内容
　民間活力を活用し、施設の管理・運営の効率化と行政サービスの向上を図
る。また、施設の適切かつ安定的な運営を確保するため、施設運営の確認・
検証を行い、指定管理者制度の適正な活用を推進する。

R７年度実施内容

【自治振興課】
・引き続き指定管理者と調整会議等を通じて情報共有を図り、適正に運営し
ていきます。
【長寿支援課】
・指定管理者と毎月調整会議を行い、情報共有に努めると共に、問題点等の
改善に努めてまいります。
・利用者アンケート調査の結果を反映した、適正な管理運営を行います。
【保育課】
・指定管理者と市での情報共有を引き続き徹底し、学童保育所の適切な管理
運営を行います。
【文化スポーツ課】
・総合市民体育館と総合文化会館を、各々に指定管理者制度を導入すること
の可否や隣り合う2つの施設を一体として指定管理者制度を導入することの
可否など様々に想定するとともに、各々の施設の特性を生かすための条件
等について検討してまいります。

R７年度実施結果

【自治振興課】
・コミュニティセンターと自転車駐車場について、毎月、指定管理者と調整会
議を実施することにより適正な運営を図ることができました。
【長寿支援課】
・老人福祉センターについて、令和５年５月から５年間の運営を委託する指定
管理者と、毎月調整会議を行い、情報共有に努め、モニタリング調査やアン
ケート調査を行う等、適正な管理運営を行いました。
・冷暖房設備の故障による夏季期間の室温上昇のため、令和７年７月１日か
ら９月30日までを休館としましたが、指定管理者と協力し、白岡市老人福祉セ
ンターに通常の送迎バスを運行し、指定管理者職員が随行したり、蓮田市保
健センターを利用し、一部行事を開催するなど、休館中の利用者への対応に
努めました。
【保育課】
・学童保育所は、月に一回学童連絡調整会議を行い、適切な管理運営のた
めの情報共有を行いました。
・年に２回保護者アンケート、年に1回児童アンケートを実施しました。それら
のアンケート結果をもとに、利用保護者も参加する学童保育所運営検討委員
会を開催し（年１回）、指定管理者制度が適切に管理運営されているかを検
討し、適切に運営されていることを確認しました。
【文化スポーツ課】
・総合市民体育館が大規模改修中であったため、令和８年度４月オープンに
向けての準備を行い、今後、指定管理者制度導入についての検討に向けて
備えました。

【実施結果】
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Ｒ３基準値 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度 R７年度評価

9,000 10,050 10,404 11,000 a 達成

29,043 40,634 36,768 28,798 a 達成

27,669 28,416 28,416 28,416 a 達成

192,418 207,048 216,924 228,481 a 達成

【次年度の改善点】

R８年度に改善する事項

【自治振興課】
・引き続き指定管理者と調整会議等を通じて情報共有を図り、適正に運営し
ていきます。
【長寿支援課】
・指定管理者と毎月調整会議を行い、情報共有に努めると共に、問題点等の
改善に努めてまいります。
・モニタリング調査や利用者アンケート調査の結果を反映した、適正な管理運
営を行います。
・冷暖房設備の故障による冷暖房設備等改修工事のため、令和８年５月１日
から10月31日までを休館とします。休館中は、指定管理者と協力し、白岡市
老人福祉センターに通常の送迎バスを運行し、指定管理者職員が随行した
り、蓮田市保健センターを利用し、一部行事を開催するなど、利用者への対
応に努めます。
【保育課】
・引き続き、指定管理者と市での情報共有を徹底し、学童保育所の適切な管
理運営を行うとともに、次期指定管理者の選定に向けた調査研究を進めま
す。
【文化スポーツ課】
・総合市民体育館と総合文化会館を、各々に指定管理者制度を導入すること
の可否や隣り合う２つの施設を一体として指定管理者制度を導入することの
可否など様々に想定するため、総合市民体育館のリニューアルオープン後の
利用状況を確認・分析のうえ、各々の施設の特性を生かすための条件等に
ついて検討してまいります。

【評価指標】　※数値は見える化を目的とするものです。数値に関わらず総合的に評価しています。

決算額（単位：千円）

学童保育所

コミュニティセンター

自転車駐車場（歳入）

老人福祉センター
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１　効果的な行政運営

（２）デジタル化の推進

№ 所管課

R７年度実施結果

【デジタル推進課】
・マイナンバーカードの利活用としては、マイナポータルのぴったりサービスに
おけるオンライン申請や、申請書記入支援システムの導入などが挙げられま
す。令和５年２月から転出・転入手続きのワンストップ化、同年４月から、子育
て・介護の26手続きが可能となっています。
・令和７年３月からは、一部の窓口に申請書記入支援システムを導入し、氏
名・住所・生年月日などの情報を申請書に自動入力できるようになりました。
【市民課】
・マイナンバーカード交付等の事務処理を円滑にするため、人員の確保に努
めました。
・コンビニ交付サービスの利用は、11,648件（令和６年度実績9,258件）の実績
がありました。
・マイナポータルのぴったりサービスによる転出・転入手続のワンストップ化で
は、転出届427件（令和６年度実績285件）、転入予約474件（令和６年度実績
346件）などの実績がありました。
・評価指標のマイナンバーカード交付率は、令和７年度末100％に達成しまし
た。
・マイナンバーカードの人口に対する保有枚数率は、令和７年度末時点で
82.0％です（令和６年度末時点は77.7％）。
【税務課】
・コンビニ交付サービス

平均利用件数　68件/月（令和６年度： 54件/月）
最大利用件数　213件/月（６月）（令和６年度： 159件/月）

第８次行政改革実施項目　進行管理表

基本方針：

推進項目：

2
実施
項目

計画内容
マイナンバーカードを有効活用することで、利便性の高い行政サービスを導

入し、市民の利便性の向上や事務の効率化を図る。

R７年度実施内容

【市民課】
・コンビニ交付サービスの利用促進にあたり、定期的にHPや広報、SNS等を
通じて引き続きPRします。
・マイナンバーカードを利用した転出届ワンストップサービスの周知を行い、利
用促進を図ります。
【税務課】
「行かない窓口」施策の一つである証明コンビニ交付サービスの利用促進の
ため、HPや広報、SNS等による積極的なPRを図ります。
【デジタル推進課】
引き続き、申請管理システムや申請書記入支援システムの安定運用を図る。
また、利用状況を踏まえ、市民への周知・普及に努めます。

【実施結果】

マイナンバーカードの利用促進
市民課
税務課

デジタル推進課
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Ｒ３基準値 目標値 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度 R７年度評価

28.0 100.0 76.5 85.2 100.0 a 達成

Ｒ３基準値 目標値 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度 R７年度評価

17,248 46,853 52,246 61,668 a 達成

Ｒ４基準値 目標値 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度 R７年度評価

1,033 7,702 9,258 11,648 a 達成

37 404 653 816 a 達成

【次年度の改善点】

R８年度に改善する事項

【デジタル推進課】
・申請管理システムや申請書記入支援システムの安定運用を図ります。ま
た、利用状況を踏まえ市民への周知・普及に努めます。
【市民課】
・コンビニ交付サービスの利用促進にあたり、定期的にHPや広報、SNS等を
通じて引き続きPRします。
・マイナンバーカードを利用した転出届ワンストップサービスの周知を行い、利
用促進を図ります。
【税務課】
「行かない窓口」施策の一つである証明コンビニ交付サービスの利用促進
のため、HPや広報、SNS等による積極的なPRを図ります。

【評価指標】　※数値は見える化を目的とするものです。数値に関わらず総合的に評価しています。

（単位：％）

マイナンバーカード交付枚数

利用件数（単位：件）

マイナンバーカード交付率

コンビニ交付（市民課）

コンビニ交付（税務課）

（単位：枚）
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１　効果的な行政運営

（２）デジタル化の推進

№ 所管課

Ｒ３基準値 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度 R７年度評価

6,684 56,286 61,443 69,944 a 達成

1,980 5,587 5,777 9,351 a 達成

3,353 10,598 4,444 4,499 a 達成

【評価指標】　※数値は見える化を目的とするものです。数値に関わらず総合的に評価しています。

（単位：件）

電子納税（収納課）

電子申請（デジタル推進
課）

電子予約（文化スポーツ
課）

デジタル推進課
収納課

文化スポーツ課
関係各課

R７年度実施結果

【収納課】
・標準化した行政システムに移行を行いました。対応した納付書等について
は順調に機能しています。しかしながら、付随したシステムにおいては機能が
安定せず、ベンダーに対し繰り返し検証依頼しています。
【デジタル推進課】
・マイナポータルのぴったりサービスによるオンライン申請については、合計
908件、県内で共同利用している電子申請については、9,351件(外部利用)の
実績がありました。
【文化スポーツ課】
・オンライン手続きの際、総合市民体育館パルシーにおける使用料設定の変
更等が反映されるよう予約システムの改修を行い、運用を開始しました。
総合文化会館ハストピアも同様に使用料設定を見直すため、令和８年１０月
１日以降の利用予約分から適用できるよう、システム改修の準備を行いまし
た。

第８次行政改革実施項目　進行管理表

基本方針：

推進項目：

3
実施
項目

計画内容
　デジタル化による利便性の向上と業務効率の改善を図るため、市の窓口で
行っている申請や届出、支払等の電子化を拡充し、来庁することなく必要な
手続きができる行政手続のオンライン化等を推進する。

R７年度実施内容

【収納課】
・令和８年３月から標準化した行政システムへ移行するため、そのシステムに
対応した納付書等でスムーズに納付（QR、バーコード決済含む）ができるよう
取り組みます。
【デジタル推進課】
・引き続き、マイナポータルのぴったりサービスについて、申請管理システム
の安定運用を図るとともに、県内で共同利用している電子申請についても利
用件数の増加を目指します。
【文化スポーツ課】
・見直しした総合市民体育館パルシーの使用料設定等が、オンライン手続き
でスムーズに反映されるよう、予約システムの改修に取り組みます。

【実施結果】

行政手続オンライン化等の推進
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【次年度の改善点】

R８年度に改善する事項

【収納課】
・引き続き納付におけるQRやバーコード決済等の利便性をPRし、業務効率を
図りつつ、行政手続きのオンライン化を推進していきます。
また、令和９年度から介護保険料、後期高齢者医療保険料等の公金におい
てもQR納付（共通納税）ができるように、関係機関と調整を図り進めてまいり
ます。
【デジタル推進課】
・昨年度に続き申請管理システムの安定運用を図ります。また、県内で共同
利用している電子申請についても利用件数の増加を目指すとともに、市民へ
の周知・普及に努めます。
【文化スポーツ課】
・公共施設予約システムにて、見直し後のハストピアの使用料設定を令和８
年１０月１日以降の利用予約分から適用できるよう改修を行い、運用します。
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１　効果的な行政運営

（２）デジタル化の推進

№ 所管課

Ｒ３基準値 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度 R７年度評価

231 186 259 273 a 達成

Ｒ４基準値 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度 R７年度評価

91 31 38 63 a 達成

【次年度の改善点】

R８年度に改善する事項

・引き続き長期継続契約事前協議書管理表を活用し、関係予算の要求漏れ
を防止します。（令和８年４月１日時点の令和8年度支払い予定案件数・額
（一般会計）　99件・212,649,394円）
・国や県、社会情勢の把握に努め、より適正かつ公正な契約制度の導入を検
討します。
・これまでに導入した工事の完全週休２日制や中間前金払制度、少額契約の
基準額の見直しなどの定着を図ります。

【評価指標】　※数値は見える化を目的とするものです。数値に関わらず総合的に評価しています。

件数（単位：件）

長期継続契約協議件数

電子入札

件数（単位：件）

R７年度実施結果

・長期継続契約事前協議書管理表を活用し、協議時期や限度額、契約額等
の管理を行いました。
・社会情勢の変化に伴い、全体スライド、インフレスライド制度を導入しまし
た。
・完全週休２日制モデル工事を導入し、中間前金払の上限額を撤廃しまし
た。

第８次行政改革実施項目　進行管理表

基本方針：

推進項目：

4
実施
項目

計画内容
　入札及び契約制度の公平性、透明性を維持するため、電子入札の活用を
はじめ、入札契約業務適正化審議会や指名委員会を適正に運用し、「蓮田
市入札及び契約制度検討報告書」に基づいた改善策を着実に実行する。

R７年度実施内容

・引き続き長期継続契約事前協議書管理表を活用し、関係予算の要求漏れ
を防止します。（令和７年４月１日時点、令和7年度予算額　97件　436,772千
円）
・国や県、社会情勢の把握に努め、より適正かつ公正な契約制度の導入を検
討します。
・これまでに導入した工事の週休２日制や中間前金払制度、少額契約の基準
額の見直しなどの定着を図ります。

【実施結果】

適正かつ公正な契約制度の推進 契約財政課
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１　効果的な行政運営

（２）デジタル化の推進

№ 所管課

Ｒ３基準値 目標値 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度 R７年度評価

36 50 37 35 34 a 達成

R７年度実施結果

【政策調整課】
・蓮田市補助金等検討会（３回開催）及び職員提案に関する会議（１回開催）
をペーパーレスで実施しました。
【契約財政課】
・蓮田市入札契約業務適正化審議会（10回開催）及び蓮田市工事請負指名
業者選定委員会（19回開催）、財務事務等研修会（１回開催）をペーパーレス
で実施しました。

第８次行政改革実施項目　進行管理表

基本方針：

推進項目：

5
実施
項目

計画内容
　会議や説明会等におけるペーパーレス化を推進することにより、業務の効
率化やコスト削減を図る。

R７年度実施内容

【政策調整課】
・蓮田市補助金等検討会議開催時には、引き続きペーパーレス会議で行いま
す。
【契約財政課】
・蓮田市入札契約業務適正化審議会（12回開催予定）及び蓮田市工事請負
指名業者選定委員会（18回開催予定）をペーパーレス会議で行います。

【実施結果】

関係各課ペーパーレス化の推進

【評価指標】　※数値は見える化を目的とするものです。数値に関わらず総合的に評価しています。

（単位：回）

ペーパーレス会議・説明会等

【次年度の改善点】

R８年度に改善する事項

【政策調整課】
・蓮田市補助金等検討会議等を開催する際には、可能な範囲で引き続きペー
パーレス会議にて行います。
【契約財政課】
・蓮田市入札契約業務適正化審議会（12回開催予定）及び蓮田市工事請負
指名業者選定委員会（18回開催予定）をペーパーレス会議で行います。
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１　効果的な行政運営

（３）事務事業の見直しによる効率化

№ 所管課

Ｒ３基準値 目標値 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度 R７年度評価

21 10 13 10 5

10 5 2 4

6 4 3 2

R７年度実施結果

・令和７年７月１日に職員提案を募集し若手職員を中心に５件（７人）の提案
がありました。
・令和７年11月４日に行政改革推進本部会議を開催し、審査の結果４件採用
されました。
・採用案件の実現に向けた対応を図り、「新任職員の初心者マークバッジの
使用について」、「職員の業務用モニターの大型化について」を実施しました。

第８次行政改革実施項目　進行管理表

基本方針：

推進項目：

6
実施
項目

計画内容
　職員から事務改善等に関する提案を広く求め、それらを施策に活かして事
務効率の改善を行うことで、市政運営への職員の参画意欲の高揚や資質の
向上を図る。また、職場環境の活性化や市民サービスの質を向上させる。

R７年度実施内容
・職員提案推進員及び政策調整課による助言等を実施することで、職員提案
がしやすい環境整備を行います。職員提案制度の充実を図るとともに、採用
案件の実現に向けて進行管理を行います。

【実施結果】

職員提案制度の活用
政策調整課
関係各課

【評価指標】　※数値は見える化を目的とするものです。数値に関わらず総合的に評価しています。

（単位：件）

採用後実施した件数

【次年度の改善点】

R８年度に改善する事項
・職員提案推進員及び政策調整課による助言等を実施することで、職員提案
がしやすくなるよう環境整備を進めていきます。また、職員提案制度の充実を
図るとともに、採用案件の実現に向け、進行管理を実施します。

採用件数

提案件数

a 達成
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１　効果的な行政運営

（３）事務事業の見直しによる効率化

№ 所管課

Ｒ３基準値 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度 R７年度評価

495 495 500 500 497

487(20) 475(28) 485(30) 487(24) 489(25)

488(27) 470(31) 481(26) 471(30)

R７年度実施結果

【政策調整課】
・定員計画第５次蓮田市定員適正化計画の策定を行い、定員計画を適宜見
直しできる等、柔軟に対応できるように前計画から変更を行いました。
【秘書課】
・第５次定員適正化計画に基づき、令和７年９月及び令和８年１月に令和８年
４月１日採用の職員採用試験を実施しました。
・定員適正化計画の目標数値500人に対して、令和７年４月１日時点の実績
は487人であり、13人の不足となりました。

第８次行政改革実施項目　進行管理表

基本方針：

推進項目：

7
実施
項目

計画内容
　社会情勢の変化や多様化する市民ニーズに迅速に対応し、限られた職員
数で最大の行政効果が発揮できるよう、職員定員管理の適正化を推進する。

R７年度実施内容

【政策調整課】
・第５次定員適正化計画の年度別職員計画数を関係課と相談しながら検討
し、適正化に努めてまいります。
【秘書課】
・第４次蓮田市定員適正化計画の終了を受け、政策調整課と連携しながら、
新たな計画策定とそれに基づく職員採用を行っていきます。
・心身の故障等により休職、離職となる職員を減らすため、メンタルヘルス対
策の充実及びワーク・ライフ・バランスの推進を図ります。

【実施結果】

定員適正化計画の着実な実施
政策調整課

秘書課

【評価指標】　※数値は見える化を目的とするものです。数値に関わらず総合的に評価しています。

（単位：人）

【次年度の改善点】

R８年度に改善する事項

【政策調整課】
・第５次定員適正化計画の年度別職員計画数について、関係課と相談しなが
ら検討することにより、適正化に努めてまいります。
【秘書課】
・第５次蓮田市定員適正化計画に基づき、適正な職員採用を行っていきま
す。
・心身の故障等により休職、離職となる職員を減らすため、メンタルヘルス対
策の充実及びワーク・ライフ・バランスの推進を図ります。

４月１日現在数（定数外）

計画人数

c 未達成

３月３１日現在数（定数外）

※（　　）は休職者等の数
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２　健全な財政運営

（１）自主財源の確保

№ 所管課

第８次行政改革実施項目　進行管理表

基本方針：

推進項目：

8
実施
項目

政策調整課
庶務課
道路課

関係各課

収入確保策の推進

計画内容
　健全な財政運営を行うため、広告収入や個人版、企業版ふるさと納税の推
進を図る。また、未利用地の売払いや貸付、廃道路等の払下げ、自動販売機
設置業者への公共施設等の貸付等、市有財産の有効活用を推進する。

R７年度実施内容

【政策調整課】
・ふるさと納税については、制度の適正な運営を行いつつ、特産品のPRと、
魅力のある新たな返礼品の開拓及び協力事業者の確保を行います。また、
県のふるさと納税事業の動向を踏まえつつ新規返礼品の確保に努めてまい
ります。
【庶務課】
・財源確保のため、未利用地の売払いを進め、継続して未利用地の貸付け、
自動販売機設置業者への公共施設等の貸付け等、市有財産の有効活用を
行います。
【道路課】
・廃道路等の法定外公共物払下げ相談に応じ、他の公共物や隣接土地利用
への影響等を勘案し、可能なものは払下げを進めます。

R７年度実施結果

【政策調整課】
・「ふるなび」及び「Amazonふるさと納税」のポータルサイトにて令和８年４月
から記念品を掲載するため、準備を行いました。
・ふるさと納税：43,324千円（財政効果（歳入－歳出）：24,502千円）
・新規に高額返礼品（健康機器）を３種加え、10件（総額14,760千円）の寄附を
受け付けました。
・企業版ふるさと納税：11,500千円
【庶務課】
・土地建物賃貸料　3,718,444円の収入
・自動販売機の貸付料　5,677,930円の収入
・庁舎案内図等表示板設置使用料等　475,744円の収入
・自動証明写真機設置使用料等　297,136円の収入
・令和７年２月、８月の公有財産処分審議会で承認された案件３件（法定外公
共物）の払い下げを行いました。
　土地売払い　2,697,399円の収入
【道路課】
・令和６年度に公有財産処分審議会にて払下げの承認を得た大字高虫地内
の法定外公共物と、令和７年８月６日開催の公有財産処分審議会で払下げ
の承認を得た大字根金地内の法定外公共物について払下げを実施しまし
た。
・令和８年２月１日に大字貝塚地内の法定外公共物について公有財産処分
審議会へ諮問を行い、払下げの承認を得ました。

【実施結果】
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Ｒ３基準値 目標値 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度 R７年度評価

8,271 18,000 24,114 27,910 54,824 a 達成

420 420 420 420 a 達成

15,134 133,069 22,804 12,447 a 達成

R８年度に改善する事項

【政策調整課】
・ふるさと納税について、制度の適正な運営を行うとともに、特産品のPRと、
魅力のある新たな返礼品の開拓及び協力事業者の確保を行います。
・令和８年10月の制度改正による返礼品基準の厳格化後も、返礼品提供事
業者に引き続き協力していただけるよう、はたらきかけていきます。
【庶務課】
・財源確保のため、未利用地の売払いを進め、継続して未利用地の貸付け、
自動販売機設置業者への公共施設等の貸付け等、市有財産の有効活用を
行います。
【道路課】
・廃道路等の法定外公共物払下げ相談に応じ、公共物や隣接土地利用への
影響等を勘案し、可能なものは払下げを進めます。

【評価指標】　※数値は見える化を目的とするものです。数値に関わらず総合的に評価しています。

（単位：千円）

広告収入

公有財産活用による収入

【次年度の改善点】

ふるさと納税
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２　健全な財政運営

（１）自主財源の確保

№ 所管課

Ｒ３基準値 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度 R７年度評価

99.40 99.42 99.48 99.19 a 達成

99.43 99.47 99.51 99.50 a 達成

98.89 98.89 99.02 98.99 a 達成

99.39 99.43 99.52 99.57 a 達成

R７年度実施結果

・市役所窓口における口座振替手続を充実させるとともに、地方税共通納税
システム（電子納税）による利便性の向上に努めました。
・現年納付対策として、口座振替加入促進、現年催告書の送付、債権差押等
を実施し、現年収納率99.39％（前年度比0.15ポイント減）となりました。

第８次行政改革実施項目　進行管理表

基本方針：

推進項目：

9
実施
項目

計画内容
　現年課税分に対する年度内収納に努め、合わせて納税環境の整備を進
め、収納率の向上に努める。

R７年度実施内容
・口座振替をはじめ、地方税統一QRコードによる納付やスマートフォンアプリ
による決済を推進します。また、未納者に対しては、現年催告書を送付し、債
権差押等を早期に実施し、収納率の維持向上に努めていきます。

【実施結果】

現年度収納率の維持向上 収納課

【評価指標】　※数値は見える化を目的とするものです。数値に関わらず総合的に評価しています。

収納率（単位：％）

【次年度の改善点】

R８年度に改善する事項
・口座振替をはじめ、地方税統一QRコードによる納付やスマートフォンアプリ
による決済を推進します。また、未納者に対しては、現年催告書を送付し、債
権差押等を早期に実施し、収納率の維持向上に努めていきます。

固定資産税

都市計画税

軽自動車税

個人市民税
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２　健全な財政運営

（１）自主財源の確保

№ 所管課

Ｒ３基準値 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度 R７年度評価

2,797 2,481 3,078 2,918 a 達成

55,775 55,975 56,591 57,108 b 一部達成

2,447 2,686 12,398 17,955 a 達成

29,422 27,157 12,772 13,276 b 一部達成

R７年度実施結果

【自治振興課】
・令和７年度は６年度同様に、勤労青少年ホーム・農業者トレーニングセン
ターでは基準値を超える利用がございました。
【道路課】
・占用料に関する法令等の研究や近隣市町の改正状況を調査し、傾向を把
握しました。
【社会教育課】
・有料化した市営第1駐車場が当初の予測を上回る利用がありました。
・令和７年８月に環境学習館が開館し、数値は増加しました。
【文化スポーツ課】
・総合市民体育館パルシーの新しい使用料金について、令和８年４月１日リ
ニューアルオープンに向けて運用を開始しました。
・総合文化会館ハストピアの使用料金について、令和８年10月１日以降の利
用予約分から新しい使用料金を設定とするため準備を行いました。

第８次行政改革実施項目　進行管理表

基本方針：

推進項目：

10
実施
項目

計画内容

　社会情勢の変動をとらえ、施設や事業の健全な運営を目指し、必要に応じ
て手数料や使用料等の見直しを行う。また、受益者負担の適正化の視点か
ら、施設の利用にあたり、有料化を検討することにより、受益と負担の公平性
を図る。

R７年度実施内容

【自治振興課】
・西新宿会館については、利用料を有料化する等、今後の方向性についての
検討を進めます。
【道路課】
・引き続き占用料の見直しの必要性を検討します。
【社会教育課】
・市営駐車場の利用者の増加を図ります。
【文化スポーツ課】
・学校施設を社会教育施設として利用する際の受益者負担について、他市町
等の状況を参考に検討を行います。

【実施結果】

自治振興課
道路課

社会教育課
文化スポーツ課

関係各課

手数料、使用料等の見直し

【評価指標】　※数値は見える化を目的とするものです。数値に関わらず総合的に評価しています。

決算額（単位：千円）

社会教育課

文化スポーツ課

自治振興課

道路課
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【次年度の改善点】

R８年度に改善する事項

【自治振興課】
・引き続き各公共施設の状況を確認し、見直しの必要性を検討していきます。
西新宿会館については、今後の方向性についての検討を進めます。
【道路課】
・引き続き占用料の見直しの必要性を検討します。
【社会教育課】
・図書館及び公民館、環境学習館、文化財展示館では、手数料、使用料の見
直し等の検討を行う場合には、関係各課と連携します。
・公民館では、市営駐車場の利用者の増加を図ります。
【文化スポーツ課】
・パルシーについては、リニューアルオープンに向けて、新料金での運用を開
始します。ハストピアの料金設定については、令和８年10月１日以降の利用
予約分から新料金で対応しています。
・学校施設を社会教育施設として利用する際の受益者負担について、他市町
等の状況を参考に検討を行います。
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２　健全な財政運営

（２）経費の縮減

№ 所管課

Ｒ３基準値 目標値 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度 R７年度評価

11 20 14 18 14 b 一部達成

R７年度実施結果

・住友生命保険相互会社が職員健康相談事業としてべジチェックを行いまし
た。
・明治安田生命保険相互会社が顧客に市の行政サービス情報を提供する連
携事業について、社員が携帯するタブレットからだけでなく、加入情報等の確
認用サイトにて顧客自ら情報を取得できるように整備しました。

第８次行政改革実施項目　進行管理表

基本方針：

推進項目：

11
実施
項目

計画内容
　市民や団体・企業との協働・連携や職員の技術・知識・ノウハウ及び既存の
市有財産等の活用を推進し、経費を掛けずに市民サービスの向上を図る。ま
た、官民協働事業等の推進により、経費の削減を図る。

R７年度実施内容
・包括連携協定を活用し、ゼロ又は低予算で実施し、市民サービスの向上を
図り、官民双方のメリットにつながるよう連携・協働のまちづくりを進めます。

【実施結果】

【評価指標】　※数値は見える化を目的とするものです。数値に関わらず総合的に評価しています。

ゼロ予算事業の推進
政策調整課
関係各課

（単位：件）

【次年度の改善点】

R８年度に改善する事項
・包括連携協定を活用し、ゼロ又は低予算で実施するとともに市民サービス
の向上を図り、引き続き官民双方のメリットにつながるよう連携・協働のまち
づくりを進めます。

官民協働事業（ゼロ予算）
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２　健全な財政運営

（２）経費の縮減

№ 所管課

R７年度実施結果

【庶務課】
・６月１日から10月31日までの期間を重点実施期間と位置づけ、節電対策を
実施しました。
・本庁舎の照明器具のLED化を実施しました。
【教育総務課】
・平野中学校校舎トイレ改修工事、黒浜小学校体育館照明改修工事、黒浜
北小学校体育館照明改修工事を実施し、学校施設のLED化を進めました。
【学校教育課】
・市内各学校へ使用量の通知を行い、児童生徒の健康に影響が出ない範囲
で節電・節水に努めるように通知しました。
【社会教育課】
・令和７年８月に環境学習館が開館したことにより、合計数値は増加しました
が、施設の運営にあたり、使用状況を踏まえた適切な設備稼働や、職員及び
利用者の節電・節水の意識向上に努め、光熱水費の抑制を図りました。
【文化スポーツ課】
・施設においては省エネ改修に努めるとともに、利用者には省エネに理解と
協力をしていただきながら、照明や空調を適正に利用していただけるよう施
設の運営に努めました。

第８次行政改革実施項目　進行管理表

基本方針：

推進項目：

12 実施
項目

計画内容
　光熱水費の削減に努め、経費の削減を図る。また、公共施設のLED化につ
いての検討を行う。

R７年度実施内容

【庶務課】
・６月１日から10月31日までの期間を重点実施期間と位置づけ、節電対策の
実施を継続します。
・本庁舎の照明器具のLED化を実施します。
【教育総務課】
・平野中学校校舎トイレ改修工事を実施し、学校施設のLED化を進めます。
【学校教育課】
・各小・中学校にエアコンガイドラインを提示し、エアコンの適正使用を徹底し
ます。
・経費削減と安定供給を見込める電力会社の検討を行います。
【社会教育課】
・引き続き図書館及び公民館、文化財展示館は、適切な温度設定を行い、光
熱水費の削減に努めます。
【文化スポーツ課】
・施設においては省エネ改修に努めるとともに、利用者には省エネに理解と
協力をしていただきながら、照明や空調を適正に利用していただけるよう施
設の運営に努めます。

【実施結果】

光熱水費の削減

庶務課
学校教育課
社会教育課

文化スポーツ課
関係各課
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Ｒ３基準値 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度 R７年度評価

22,155 25,565 27,625 26,623 a 達成

97,710 93,216 114,677 117,712 a 達成

11,664 10,890 13,340 14,516 a 達成

29,705 37,155 22,826 17,689 a 達成

R８年度に改善する事項

【庶務課】
・６月１日から10月31日までの期間を重点実施期間と位置づけ、節電対策の
実施を継続します。
・吹き抜け天井部分などのLED化未実施箇所について、引き続き施工方法の
検討を含め、情報収集を行います。
【教育総務課】
・全小中学校施設の照明器具のLED化を実施します。
【学校教育課】
・各小・中学校にエアコンガイドラインを提示し、エアコンの適正使用を徹底し
ます。
【社会教育課】
・引き続き適切な温度設定を行い、光熱水費の削減に努めます。また、職員
及び利用者の節電・節水意識の向上に努め、光熱水費の抑制について理解
と協力を求めます。
【文化スポーツ課】
・利用者に省エネへの理解及び協力を呼びかけながら、照明や空調を適正
に利用していただけるよう施設の運営に努めます。

【評価指標】　※数値は見える化を目的とするものです。数値に関わらず総合的に評価しています。

決算額（単位：千円）

文化スポーツ課

【次年度の改善点】

学校教育課

庶務課

社会教育課
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２　健全な財政運営

（２）経費の縮減

№ 所管課

計画内容
　事業実施団体等の収支状況等を検証し、社会性・公益性を見極め、有効性
を考慮しながら、適正な運用に努める。限られた財源を有効的に活用するこ
とにより、効果的な行政運営を図る。

R７年度実施内容

【契約財政課】
・下水道事業会計補助の当初予算額267,700千円を毎月の状況報告等を確
認しながら執行します。また、高虫西部地区産業団地の整備に伴い一般会
計から支出する補助金について、事業の進捗状況を確認しながら執行しま
す。
・次年度予算作成に向け、12月に担当課ヒアリングを行い、必要な予算額の
査定を行います。
【みどり環境課】
・補助金申請等の提出書類について、不十分な際は補正や提出を求めま
す。
・令和７年度新任自治会長研修にて所管補助金制度の案内および説明を行
います。
・補助金交付にあたり、蓮田市補助金等交付規則及び各補助金交付要綱の
規定に基づき、適正な執行に努めます。
【産業振興課】
・補助金交付にあたり、蓮田市補助金等交付規則及び各補助金交付要綱の
規定に基づき、適正な執行に努めます。
【福祉課】
・補助金交付にあたり、蓮田市補助金等交付規則及び各補助金交付要綱の
規定に基づき、適正な執行に努めます。
【長寿支援課】
・老人クラブについては、補助金説明会を実施し、報告書（収支決算・事業報
告・収支予算・事業計画）と名簿の提出を求め、補助金を交付します。補助金
交付にあたり、蓮田市補助金等交付規則及び各補助金交付要綱の規定に
基づき、適正な執行に努めます。
・シルバー人材センターについては、事業実績報告書（毎月）と意見交換会
（年3回）の実施に加え、庁内関係各課との情報交換会を開催します。補助金
交付にあたり、蓮田市補助金等交付規則及び各補助金交付要綱の規定に
基づき、適正な執行に努めます。

第８次行政改革実施項目　進行管理表

基本方針：

推進項目：

13
実施
項目 負担金、補助金等の適正な運用

契約財政課
みどり環境課
産業振興課

福祉課
長寿支援課
関係各課
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Ｒ３基準値 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度 R７年度評価

367,000 299,800 372,700 667,700 a 達成

698,472 752,801 711,970 777,772 a 達成

84,010 73,697 34,888 76,047 a 達成

85,218 97,163 101,797 104,208 a 達成

18,870 18,561 18,306 18,246 a 達成

【契約財政課】
・下水道事業会計に対して補助事業等実績報告書に基づき、下水道事業会
計補助として267,700千円、高虫西部地区産業団地の整備に伴う一般会計か
らの補助について400,000千円を執行しました。
・令和８年度の予算額については12月にヒアリングを行い、下水道事業会計
補助として214,820千円、高虫西部地区産業団地の整備に伴い一般会計から
支出する補助について353,430千円としました。
【みどり環境課】
・補助金申請等の提出書類について、不十分な際は補正や提出を求めまし
た。
・５月１７日の自治会長研修にて補助金制度の案内等を行いました。
・補助金交付にあたり、蓮田市補助金等交付規則及び各補助金交付要綱の
規定に基づき、適正な執行に努めました。
【産業振興課】
・蓮田市商工会事業費補助など11項目の事業に対し、各補助金交付要綱の
規定に基づき、適正な執行を行いました。
【福祉課】
・民生委員・児童委員協議会については、毎月実施している地区会長連絡会
において見守り事業等の実施状況の確認を行い、報告書（収支決算・事業報
告・収支予算・事業計画）の提出を求め、補助金を適正に交付しました。
・社会福祉協議会については、報告書（収支決算・事業報告・収支予算・事業
計画）の提出を求め、地域福祉の向上を目指した事業実施状況の確認を行
い、補助金を適正に交付しました。
・保護司会蓮田支部については、報告書（収支決算・事業報告・収支予算・事
業計画）の提出を求め、資質向上のための研修等の事業の実施状況の確認
を行い、補助金を適正に交付しました。
【長寿支援課】
・老人クラブについては、補助金説明会を実施し、報告書（収支決算・事業報
告・収支予算・事業計画）と名簿の提出を求め、補助金を適正に交付しまし
た。
・シルバー人材センターについては、事業実績報告書（毎月）と意見交換会
（年３回）の実施により、事業運営状況の確認等を行い、５月、８月、11月、２
月に補助金交付を行いました。

R７年度実施結果

【実施結果】

【評価指標】　※数値は見える化を目的とするものです。数値に関わらず総合的に評価しています。

決算額（単位：千円）

長寿支援課

みどり環境課

産業振興課

契約財政課

福祉課
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【次年度の改善点】

R８年度に改善する事項

【契約財政課】
・下水道事業会計補助については、毎月の状況報告等を確認しながら当初
予算額である214,820千円を執行します。また、高虫西部地区産業団地の整
備に伴い一般会計から支出する補助については、事業の進捗状況を確認し
ながら執行します。
・次年度予算作成に向け、12月に担当課ヒアリングを行い、必要な予算額の
査定を行います。
【みどり環境課】
・補助金申請等の提出書類について、不十分な際は補正や提出を求めま
す。
・令和８年度新任自治会長研修にて所管補助金制度の案内および説明を行
います。
・補助金交付にあたり、蓮田市補助金等交付規則及び各補助金交付要綱の
規定に基づき、適正な執行に努めます。
【産業振興課】
・補助金交付にあたり、蓮田市補助金等交付規則及び各補助金交付要綱の
規定に基づき、適正な執行に努めます。
【福祉課】
・補助金交付にあたり、事業計画や実施状況を適宜把握しながら、蓮田市補
助金等交付規則及び各補助金交付要綱の規定に基づき、適正な執行に努
めます。
【長寿支援課】
・老人クラブについては、補助金説明会を実施し、報告書（収支決算・事業報
告・収支予算・事業計画）と名簿の提出を求め、補助金を交付します。補助金
交付にあたり、蓮田市補助金等交付規則及び各補助金交付要綱の規定に
基づき、適正な執行に努めます。
・シルバー人材センターについては、事業実績報告書（毎月）と意見交換会
（年３回）の実施に加え、庁内関係各課との情報交換会を開催します。補助金
交付にあたり、蓮田市補助金等交付規則及び各補助金交付要綱の規定に
基づき、適正な執行に努めます。
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２　健全な財政運営

（２）経費の縮減

№ 所管課

Ｒ３基準値 目標値 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度 R７年度評価

99,601 90,000 100,173 112,047 94,533 c 未達成

R７年度実施結果

・令和７年度も継続して毎週水曜日をノー残業デーとし、端末機器の使用を
18：00までに制限することで、定時退庁を促しました。
・職員向けの庁内掲示板を利用して毎月の時間外勤務状況を通知し、月に45
時間を超えた職員のいる部署については所属名を掲示板で公開するなど、
時間外勤務への意識の改善を図りました。また、所属長には業務の改善や
適正な仕事の配分を求めました。
・職員の出退勤状況を把握するため、出退勤管理システムと出退勤管理簿を
活用し、必要に応じて所属長との面談を行い、業務の改善等を促しました。

第８次行政改革実施項目　進行管理表

基本方針：

推進項目：

14
実施
項目

計画内容

　職員の時間外勤務状況を確認し、業務の適切な配分や職員の健康管理に
十分配慮するとともに、職員の意識改革に努めることで、時間外勤務の適正
な執行管理と抑制を図る。また、時間外勤務を削減することにより、職員の
ワークライフバランス（仕事と生活の調和）の向上を図る。

R７年度実施内容

・ノー残業デーについては今年度も継続し、より一層の職員への意識づけ、
定時退庁の徹底を図ります。
・時間外勤務が著しく多くなっている部署への積極的な働きかけを行い、所属
長と連携しながら状況を把握し、改善方法について検討を求めていきます。

【実施結果】

時間外勤務の抑制
秘書課

関係各課

【評価指標】　※数値は見える化を目的とするものです。数値に関わらず総合的に評価しています。

【次年度の改善点】

R８年度に改善する事項

・今年度もノー残業デーを継続し、より一層の職員への意識づけと定時退庁
の徹底に努めます。
・時間外勤務が多くなっている職員を的確に把握し、各所属長と連携をとりな
がら、業務の改善を求めていきます。

決算額（単位：千円）

時間外勤務手当
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２　健全な財政運営

（３）基金と市債の適正管理

№ 所管課

Ｒ３基準値 目標値 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度 R７年度評価

14,512 13,662 13,181 13,132 13,886 a 達成

R７年度実施結果

・各補正予算編成の際に、借入済み市債の償還残高を確認し、市債の借入
を検討した結果、借入利率と償還年数に留意した市債の借入れにより公債費
や市債残高の抑制を図るとともに、できる限り交付税措置のある市債を選択
し、財政の健全化に努めました。

第８次行政改革実施項目　進行管理表

基本方針：

推進項目：

15
実施
項目

計画内容
　健全な財政運営を行うため、一般会計の市債残高を基準年度（令和３年
度）を基準として、適正な管理を行う。

R７年度実施内容

・各補正予算編成の際に、借入済み市債の償還残高を確認しながら市債の
借入れの要否を検討します（市債残高予定額：令和６年度末 13,132百万円
令和7年度末 14,109百万円）。
・借入の際は、事業の進捗状況、他の収入状況を検討の上、要否を決定し、
借入額、借入期間、据置期間、金利、各年度償還額を検討し、必要な借入を
実施します。

【実施結果】

市債残高の適正管理 契約財政課

【評価指標】　※数値は見える化を目的とするものです。数値に関わらず総合的に評価しています。

決算額（単位：百万円）

市債残高

【次年度の改善点】

R８年度に改善する事項

・当初予算編成時点における年度末の市債残高見込額が14,553百万円であ
ることから、各補正予算編成の際には、将来的な市債残高が過度にならない
よう事業執行の必要性、市債の借入れの要否を慎重に検討します。
・借入の際は、借入額、借入期間、据置期間、金利、各年度償還額を検討し、
できる限り交付税措置のある市債の借入を実施します。
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３　多様な行政需要に対する対応力の向上

（１）行政組織等の見直しと行政サービスの取捨選択

№ 所管課

Ｒ３基準値 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度 R７年度評価

2,574,505 2,429,181 2,123,094 2,867,573 b 一部達成

R７年度実施結果

【デジタル推進課】
・令和８年３月に自治体情報システム（総合行政システム）の標準化・ガバメ
ントクラウドに移行しました。移行により一部運用面での課題が生じています
が、ベンダーと密に連絡を取り合いながら対応しています。
【教育総務課】
・中学校3校において水泳指導民間連携事業を実施し、プール施設の維持管
理費の削減に努めました。
【保育課】
・プレックスキッズで実施する子ども・子育て支援事業の委託事業者と協力
し、サービス内容の周知や利用方法の改善に努め、子育て支援サービスの
充実を図りました。

第８次行政改革実施項目　進行管理表

基本方針：

推進項目：

16
実施
項目

計画内容
　多様化する行政需要に的確に対応するため、必要な行政サービスの見直
しを行い、コスト削減を図る。また、民間委託を導入した場合の費用対効果等
を調査し、民間委託の検討を行う。

R７年度実施内容

【デジタル推進課】
・総合行政システムは、引き続きノンカスタマイズ運用を堅持し、安定サービ
スの提供と費用低減を図ります。
・令和７年度末を目標に、基幹系業務を国の標準化システムに移行し、業務
全体の人的・財政的負担の軽減を目指します。
【教育総務課】
・引き続き中学校３校において水泳指導民間連携事業を実施し、プール施設
の維持管理費の削減に努めます。
【保育課】
・プレックスキッズで実施する子ども・子育て支援事業（地域子育て支援拠点
事業・一時預かり事業）について、安全かつ質の高いサービスの提供と安定
的な事業を運営するため、委託事業者と協議し子育て支援サービスの充実
を図ります。

【実施結果】

行政サービスの見直し 関係各課

【評価指標】　※数値は見える化を目的とするものです。数値に関わらず総合的に評価しています。

決算額（単位：千円）

委託料の合計額
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【次年度の改善点】

R８年度に改善する事項

【デジタル推進課】
・総合行政システムについては、令和８年３月に標準化・ガバメントクラウドに
移行しましたが、標準化に伴う一部機能については、移行後の実装等を可能
にする経過措置により、令和９年度までに対応予定となっています。引き続き
ノンカスタマイズ運用を堅持し、安定サービスの提供と費用低減を図ります。
【教育総務課】
・引き続き中学校３校において水泳指導民間連携事業を実施し、プール施設
の維持管理費の削減に努めます。
【保育課】
・引き続き、プレックスキッズで実施する子ども・子育て支援事業（地域子育て
支援拠点事業・一時預かり事業）について、安全かつ質の高いサービスの提
供と安定的な事業を運営するため、委託事業者と協議し子育て支援サービス
の充実を図ります。
・その他所管する行政サービスについて、費用対効果やサービス水準を精査
し、最適な実施手法を検討します。
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３　多様な行政需要に対する対応力の向上

（１）行政組織等の見直しと行政サービスの取捨選択

№ 所管課

Ｒ３基準値 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度 R７年度評価

5 12 7 2 a 達成

4 4 5 5 a 達成

R７年度実施結果

・組織の見直しについては、課の事務分掌の変更等を2件実施しました。
・附属機関等の見直しについては、蓮田市附属機関等の管理に関する要綱
第７条（新規・10年超等）による協議について、５件の協議があり、すべて承
認しました。
・７月１日に照会・報告を通じて、附属機関の適正な管理を促しました。

第８次行政改革実施項目　進行管理表

基本方針：

推進項目：

17
実施
項目

計画内容

　新たな行政課題や多様化する行政需要に対応するため、必要に応じて組
織の見直しを行い、社会情勢の変化や事業等の進捗状況に応じて、効率的
な組織機構を目指す。また、附属機関等における委嘱状況や活動状況等の
実態を把握し、必要に応じて廃止・統合等の見直しを行い、効率的な運営を
図る。蓮田市附属機関等の管理に関する要綱、蓮田市附属機関等の会議の
公開に関する要綱、蓮田市附属機関等の委員の公募実施要領に基づき、適
正な管理を行うことにより、行政過程の透明性や公正の確保を図る。

R７年度実施内容

・令和６年度に行った組織改正の影響を、ヒアリング等を通じて検証し、問題
点などがあれば修正を図るなど、必要に応じて組織の見直しを進めます。
・定期的（毎年７月）な照会・報告を通じて、附属機関の適正な管理を促しま
す。
・附属機関等の委員の委嘱状況や会議開催状況等について、蓮田市附属
機関等の管理に関する要綱に基づき適正に管理します。

【実施結果】

組織や附属機関等の見直し
政策調整課
関係各課

【評価指標】　※数値は見える化を目的とするものです。数値に関わらず総合的に評価しています。

協議件数（単位：件）

附属機関

【次年度の改善点】

R８年度に改善する事項

・令和７年度に行った組織改正の影響について、ヒアリング等を通じて検証
し、問題点などがあれば修正を図るなど、必要に応じて組織の見直しを進め
ていきます。
・附属機関について、毎年7月に実施する照会・報告を通じて、適正な管理を
促します。
・附属機関等の委員の委嘱状況や会議開催状況等について、蓮田市附属機
関等の管理に関する要綱に基づき適正に管理します。

組織改正
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３　多様な行政需要に対する対応力の向上

（２）組織力の向上

№ 所管課

Ｒ３基準値 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度 R７年度評価

488 501 507 501 a 達成

30 22 14 18 a 達成

400 404 429 415 a 達成

－ － 10 8 a 達成

918 927 960 942 a 達成

R７年度実施結果

・令和７年４月１日付で再任用職員を18人任用しました。
・令和７年４月１日付で定年延長した職員は９人でした。
・定年延長の対象となる職員に対しては、次年度以降の働き方について意向
調査を行いました。
・会計年度任用職員の適正な登録及び運用を行い、令和７年度における任
用者数は465人でした。

第８次行政改革実施項目　進行管理表

基本方針：

推進項目：

18
実施
項目

計画内容
　人員の適正配置による業務の効率化を図るため、再任用職員、会計年度
任用職員、定年延長された職員等の多様な雇用形態を活用する。

R７年度実施内容

・再任用職員、会計年度任用職員等の適切な任用に努め、常勤職員も含め
た適正な職員任用を行っていきます。
・定年延長制度に基づき、管理監督職勤務上限年制により役職定年となった
職員の経験や知見を活かせるよう、効果的な任用を行っていきます。

【実施結果】

多様な雇用形態による職員の任
用

秘書課

【評価指標】　※数値は見える化を目的とするものです。数値に関わらず総合的に評価しています。

年度末職員数（単位：人）

合計

【次年度の改善点】

R８年度に改善する事項

・再任用職員、会計年度任用職員等の多様な雇用形態での任用を活用し、
常勤職員も含め適切な職員任用を行っていきます。
・定年延長制度に基づき、管理監督職勤務上限年制により役職定年となった
職員の経験や知見を、組織活力の向上や市民サービスの向上へと繋げてい
けるよう、効果的な任用を行っていきます。

会計年度任用職員数

正規職員数

定年延長職員

再任用職員数
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３　多様な行政需要に対する対応力の向上

（２）組織力の向上

№ 所管課

Ｒ３基準値 目標値 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度 R７年度評価

597 650 470 823 581 a 達成

R７年度実施結果

・彩の国さいたま人づくり広域連合における階層別研修、三市一町共同研修
会における基本研修などに職員派遣を行いました。
・専門職を対象とした情報交換会に保健師、保育士を派遣しました。
・令和７年４月１日から６日まで、新規採用職員研修（内部研修）を実施しまし
た。
・庁内研修としてハラスメント研修、フォローアップ研修、人権研修等を実施し
ました。

第８次行政改革実施項目　進行管理表

基本方針：

推進項目：

19
実施
項目

計画内容
　職場内研修（OJT）の推進や職場外研修（OFFJT）の参加を通じて、市職員
としての意識改革を図り、接遇・資質の向上を目指す。

R７年度実施内容

・彩の国さいたま人づくり広域連合や三市一町共同研修会での研修に積極的
に職員を参加させることで、スキルアップ、仕事への意識改革へと繋げていき
ます。
・専門職を対象とした研修にも、機会を捉え積極的な参加を促していきます。
・庁内研修については、より幅広い視野を持った人材育成に繋がるよう、内容
の見直しも図りながら継続して実施していきます。

【実施結果】

様々な研修を通じた人材育成 秘書課

【評価指標】　※数値は見える化を目的とするものです。数値に関わらず総合的に評価しています。

（単位：人）

研修参加者数

【次年度の改善点】

R８年度に改善する事項

・彩の国さいたま人づくり広域連合や三市一町共同研修会での研修に積極的
に職員を参加させることで、職員の能力向上、仕事への意識改革へと繋げて
いきます。
・専門職を対象とした研修は、スキルアップの良い機会と捉え積極的な参加
を促していきます。
・庁内研修については、広い視点を持った人材育成に繋がるよう、内容の見
直しも図りながら継続して実施していきます。
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３　多様な行政需要に対する対応力の向上

（２）組織力の向上

№ 所管課

Ｒ３基準値 目標値 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度 R７年度評価

11 40 25 24 31 a 達成

【評価指標】　※数値は見える化を目的とするものです。数値に関わらず総合的に評価しています。

（単位：人）

評価者研修参加職員数

【次年度の改善点】

R８年度に改善する事項

・人事評価システムの運用により、職員を適正に評価しそれをフィードバックし
ていくことで、人材育成と組織活力の向上、ひいては市民サービスの向上へ
と繋げていきます。
・人事評価の適正な実施のため、勤務評定者研修を継続して実施すること
で、評価のばらつきや甘辛を防ぎ、納得感のある人事評価の実施に努めま
す。

R７年度実施結果

・目標管理制度を庁内掲示板で周知し、各職員が設定した目標に取り組むと
ともに、全職員に自己申告書の作成、提出を依頼し、様々な意見の把握に努
めました。
・評価のばらつきを抑制するため、評価方法についての研修を行いました。
・人事評価システムの導入について検討を進め、令和８年３月に導入しまし
た。
・人事評価に関するマニュアル等の整理を進めました。

第８次行政改革実施項目　進行管理表

基本方針：

推進項目：

20
実施
項目

計画内容

　人事評価において、より公平・公正な評価を実施するため、これまで新任の
管理職職員のみを対象に実施していた評価者研修を、管理職職員を対象に
実施し、評価能力の向上を図る。また、評価内容の検証等を図りながら、昇
給・昇格に人事評価による能力、実績を適正に反映させることで、職員のモチ
ベーションの向上や組織の活性化を図る。

R７年度実施内容
・目標管理（業績評価）及び勤務評定（能力評価）を実施することで、職員の
目標への意識向上へと繋げていきます。
・人事評価システムの構築を進め、導入を行います。

【実施結果】

人事評価システムの推進 秘書課
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